
今月の掲載記事
予算の執行状況を公表します
第 6 次えびの市総合計画を策定しました
えびの市×PayPay お年玉キャンペーン
健『幸』社会の実現に向けて
えびの市発展のために尽力 市民表彰式
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交通安全交通安全見つめ直そう見つめ直そう

交通安全街頭キャンペーン

カーブミラー清掃活動

交通安全グッズを活用しましょう 横断歩道は手を上げて渡りましょう

えびの警察署
地域交通課　課長

甲斐 育世 さん

　年 4 回、えびの地区交通安全協会や
さまざまな団体が連携して、街頭キャ
ンペーンを行っています。交通安全の
啓発チラシを配るなどして、安全運転
を呼びかけています。

　交通事故を少しでも減らそうと、毎
年、えびの市交通指導員会が市内の
カーブミラーの清掃を行っています。汚
れが付着したミラーを丁寧に磨き、ドラ
イバーが見やすくなるようにしています。

　例年、秋や冬の夕暮れ時、夜間に交通事故が多く
発生しています。夕暮れ時の交通事故に巻き込まれな
いためにも、反射材などの交通安全グッズを活用して、
歩行者自身がドライバーから見えやすくすることが大
切です。
　反射材用品には、たすきや手首・足首のバンド、キー
ホルダーなどいろいろなものがあります。反射材を身
に付けることで、ドライバーに自分の存在を早めに知
らせることができます。夕暮れ時に外出するときは、
明るい服装を心掛け、反射材などの交通安全グッズを
活用しましょう。

　横断歩道は歩行者優先です。車は、横断歩道に歩
行者がいるときは、一時停止しなければなりません。
　しかし、ドライバーから見たときに、横断歩道付近
に歩行者がいても、渡りたいのか分からないことや、
場所によっては歩行者が見えづらいことがあります。
そのため、横断歩道を渡るときは、手を上げて、ドラ
イバーに横断する意思を明確に伝えるようにしましょ
う。ドライバーも歩行者も、思いやりのある行動を心
掛けましょう。

私たちの生活になくてはならない車。しかし、ドライ
バーの不注意や過信によって、誰もが交通事故の加害
者や被害者になります。安心して暮らせるえびの市の
ために、私たち一人一人ができることを考えましょう。

えびの市 令和元年 令和 2 年 令和 3 年

交通事故
発生件数 33 25 38

負傷者 36 30 43

死者 2 0 1

　 令和 3 年 令和 4 年 増減

交通事故
発生件数 22 8 -14

負傷者 28 11 -17

死者 0 0 0

自
分
を
過
信
せ
ず

確
認
は
し
っ
か
り
と

え
び
の
市
の
現
状
に
つ
い
て

え
び
の
市
内
で
は
、
交
通
事
故
を
防
ぐ

た
め
の
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
る
団
体

が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
取
り
組
み
の

一
部
を
紹
介
し
ま
す
。

交
通
事
故
防
止
の
取
り
組
み

※交通事故の当事者の中で、一番過失が重い人

参考：宮崎県警察本部公表「えびの市の交通事故発生状況」（高速道路での交通事故を含む）

■えびの市 第一当事者※
　年代別事故発生状況（令和 3 年）

歩
行
者
だ
け
で
な
く
、

ド
ラ
イ
バ
ー
も
早
め

に
ラ
イ
ト
を
点
灯
し

ま
し
ょ
う
！

反射材用品には、いろいろなものがありま
す。自分の生活スタイルに合わせて活用し
ましょう。

手を上げて横断することで、ドライバーに自分の存在を知らせ
ることができます。

歩行者・ドライバー

団体 　

え
び
の
市
の
事
故
発
生
件
数
は
、
令

和
2
年
ま
で
は
減
少
傾
向
に
あ
り
ま
し

た
が
、
令
和
3
年
は
例
年
に
比
べ
増
え

ま
し
た
。
し
か
し
、
令
和
4
年
8
月
31

日
時
点
の
状
況
は
、
前
年
を
大
き
く
下

回
っ
て
い
ま
す
。

　

年
代
別
で
見
る
と
、
え
び
の
市
で
は

65
歳
以
上
が
28.
9
%
を
占
め
、
高
齢
者

に
よ
る
事
故
が
多
い
こ
と
が
分
か
り
ま

す
。

　

移
動
手
段
と
し
て
自
家
用
車
を
手
放

す
こ
と
が
で
き
ず
、
運
転
免
許
証
の
自

主
返
納
が
難
し
い
高
齢
者
が
多
く
存
在

す
る
の
が
実
情
で
す
。
そ
の
た
め
、
日

頃
か
ら
交
通
安
全
の
意
識
を
高
め
て
い

く
な
ど
、
交
通
事
故
防
止
対
策
が
求
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

　

え
び
の
警
察
署
管
内
で
の
交
通
事
故

件
数
は
、
８
月
31
日
の
時
点
で
昨
年
よ

り
減
少
し
て
い
ま
す
が
、
高
齢
者
の
交

通
事
故
の
比
率
が
高
い
状
況
で
す
。
事

故
の
中
で
多
く
発
生
し
て
い
る
の
は
、

脇
見
運
転
や
、
前
方
不
注
意
に
よ
る
物

損
事
故
で
す
。
ス
ー
パ
ー
や
病
院
の
駐

車
場
で
の
バ
ッ
ク
や
、
走
行
中
の
左
側

へ
の
寄
り
す
ぎ
に
よ
り
、
車
や
縁
石
等

へ
の
接
触
事
故
を
起
こ
し
て
い
ま
す
。

気
を
付
け
れ
ば
防
げ
る
事
故
が
多
い
た

め
、
自
分
を
過
信
せ
ず
、
し
っ
か
り
と

確
認
を
し
な
が
ら
運
転
す
る
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
車
は
、
横
断
歩
道
に
歩
行
者

が
い
る
と
き
は
一
時
停
止
。
歩
行
者
は
、

横
断
歩
道
を
渡
る
と
き
は
手
を
上
げ
る
。

ド
ラ
イ
バ
ー
も
歩
行
者
も
、
交
通
ル
ー

ル
を
守
っ
て
、
お
互
い
に
思
い
や
り
の

あ
る
行
動
を
し
ま
し
ょ
う
。

■過去 3 年間の交通事故発生状況■ 8月31日時点の前年との比較

安心できる安心できる
えびの市を目指してえびの市を目指して

こ
の
よ
う
な
状
況
を
改
善
す
る
た
め

に
実
施
さ
れ
て
い
る
交
通
事
故
防
止

の
取
り
組
み
を
紹
介
し
ま
す
。

  

▼ 

3
ペ
ー
ジ

ベ
テ
ラ
ン
ド
ラ
イ
バ
ー
に
対
し
て

も
、
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を
行
っ

て
い
ま
す
。
▼ 

4
・
5
ペ
ー
ジ
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通知はがき

ベ
テ
ラ
ン
ド
ラ
イ
バ
ー
に
対
す
る
取
り
組
み

運
転
免
許
更
新
前
の

検
査
と
講
習

制限運転宣誓証書

あしたば会末永自治会

市では、宣誓項目の中から重点的に守る項目を選択してもらう「宣誓
証書」を準備しています。各自治会・団体での要望等ありましたら、
市基地・防災対策課までお問い合わせください。

　少しでも健康な生活を
送るためにも、安全運転
を徹底することが大事だと
思います。一人一人が交通
ルールを守り、安全運転
を心掛けることで、交通事
故がなくなっていくと思う
ので、「田の神さあ制限運
転宣誓式」がさらに広がっ
ていくことを願っています。

制
限
運
転
の
心
得

一
、
体
調
が
悪
い
と
き
に
は

　
　

運
転
を
控
え
る
べ
し

二
、
連
続
し
た
一
時
間
以
上
の

　
　

運
転
を
控
え
る
べ
し

三
、
夜
間
の
運
転
を
控
え
る
べ
し

四
、
通
学
時
間
帯
の
運
転
を

　
　

控
え
る
べ
し

五
、
速
度
を
控
え
て

　
　
運
転
す
る
べ
し

ベ
テ
ラ
ン
ド
ラ
イ
バ
ー
の
皆
さ
ん

は
、
無
理
を
し
な
い
運
転
を
心
掛

け
て
く
だ
さ
い
。

70 歳〜 74 歳の人は、高齢者講習

75 歳以上の人は、運転技能検査 （一部の人のみ）と

認知機能検査 、高齢者講習

を更新前に受ける必要があります。

制
限
運
転
宣
誓
は
、
実
施

す
る
こ
と
を
心
掛
け
、
継

続
さ
せ
て
い
く
こ
と
が

目
的
な
の
で
罰
則
な
ど

は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

更
新
前
の
講
習
等
は
、
運
転
免
許
の
有

効
期
限
の
お
お
む
ね
6
カ
月
前
に
宮
崎
県

公
安
委
員
会
か
ら
、「
い
」、「
ろ
」、「
は
」

の
通
知
は
が
き
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　通知はがきが届いたら、すぐに
内容を確認して、検査や講習の電
話予約をしてください。予約が遅
れると、近くの教習所等での受講
ができなかったり、更新に間に合
わなかったりすることもあります。
早めに予約をしましょう。

安全運転相談窓口

　

ベ
テ
ラ
ン
ド
ラ
イ
バ
ー
は
、
慣
れ
や

前
方
し
か
見
て
い
な
い
な
ど
、
確
認
が

お
ろ
そ
か
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
多
い

で
す
。
若
い
人
と
違
い
、
と
っ
さ
の
判

断
や
反
射
が
で
き
な
く
な
っ
て
い
る
な

ど
、
自
分
が
思
っ
て
い
る
よ
り
も
運
転

能
力
が
落
ち
て
い
る
こ
と
も
あ
る
の
で
、

講
習
等
の
必
要
性
を
感
じ
て
い
ま
す
。

運
転
免
許
証
の
更
新
前
に
通
知
は
が
き

が
届
い
た
ら
、
講
習
等
を
し
っ
か
り
と

受
け
て
、
自
分
の
運
転
能
力
を
再
確
認

し
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
通
知
は
が
き
が
届
い
て
も
、

ま
だ
時
間
が
あ
る
か
ら
と
先
延
ば
し
に

し
て
し
ま
う
と
、
市
外
の
慣
れ
な
い
地

域
で
講
習
等
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な

く
な
り
ま
す
。
届
い
た
ら
す
ぐ
に
講
習

等
の
電
話
予
約
を
し
ま
し
ょ
う
。

えびの地区交通安全協会の交通
安全指導員は、百歳体操等で、運
転免許証更新等についての講話を
行っています。

宮崎県警察本部では、警察職員や看護師が、認知
症や一定の病気のある人、運転に不安を感じている
人、その家族などからの相談を受け付けています。
秘密は厳守します。お気軽にご相談ください。

い  …75歳以上「運転技能検査」「認知機能検査」「高齢者講習」

ろ  …75歳以上「認知機能検査」「高齢者講習」

は  …70 歳 〜 74歳「高齢者講習」

都城運転免許センター ☎ 0986-25-9999
えびの警察署 ☎33-0110 市基地・防災対策課 基地・防災対策係　☎ 35-1119（直通）

見つめ直そう見つめ直そう交通安全交通安全

制
限
運
転

田の神さあ制限運転宣誓式田の神さあ制限運転宣誓式

ここをここを
確認確認!!

あしたば会

会長  池田 満次 さん 　

市
内
で
は
、
各
自
治
会
や
さ
ま
ざ
ま

な
団
体
で
「
田
の
神
さ
あ
制
限
運
転
宣

誓
式
」
が
行
わ
れ
、
参
加
者
が
制
限
運

転
を
心
掛
け
る
こ
と
を
宣
誓
し
て
い
ま

す
。
そ
れ
ぞ
れ
が
自
分
の
運
転
能
力
を

考
え
、
宣
誓
項
目
の
中
で
心
掛
け
る
こ

と
へ
の
チ
ェ
ッ
ク
と
署
名
を
し
て
、
安

全
運
転
に
対
す
る
意
識
を
高
め
て
い
ま

す
。

　

制
限
運
転
と
は
、
65
歳
以
上
の
ベ
テ

ラ
ン
ド
ラ
イ
バ
ー
が
自
身
の
体
調
・
運
動

能
力
を
把
握
し
、
運
転
し
な
い
時
間
帯

や
場
所
・
状
況
を
決
め
る
こ
と
で
無
理
な

運
転
を
控
え
、
交
通
事
故
を
未
然
に
防

止
す
る
取
り
組
み
で
す
。
全
国
的
に
は

「
補
償
運
転
」
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

　

市
で
は
、「
田
の
神
さ
あ
制
限
運
転
」

と
名
付
け
、啓
発
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

運
転
免
許
証
の
更
新
は
、
誕
生
日
の

1
カ
月
前
か
ら
誕
生
日
の
1
カ
月
後
ま

で
手
続
き
で
き
ま
す
が
、
70
歳
以
上
の

人
は
、
更
新
前
に
検
査
や
講
習
が
必
要

で
す
。
ま
た
、
75
歳
以
上
で
一
定
の
交

通
違
反
歴
が
あ
る
人
は
、
運
転
技
能
検

査
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

重要

えびの市交通指導員会
副会長

田口 道子 さん

免
許
更
新
前
に

運
転
能
力
を
再
確
認

そ
の
1

そ
の
2

みつじ

お問い合わせ
最寄りの窓口
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民生費
4,890,728

1,590,885（32.5％）

農林水
産業費 528,332（35.2％）

1,499,028

教育費
589,757（41.5％）

1,421,874

衛生費
423,142（31.3％）

1,350,914

土木費
263,336（26.7％）

988,077

商工費
468,941（61.2％）

766,349

その他
1,386,974（67.7％）

2,049,392

寄附金
82,125（13.7％）

600,000

市債
0（0％）

891,117

県
支出金343,672（21.6％）

1,592,929

市税
1,188,695（61.0％）

1,949,638

繰入金
1,962,814

0（0％）

416,388（17.3％）
2,404,466 国庫

支出金

地方
交付税2,842,510（63.6％）

4,469,261

■お問い合わせ　えびの市立病院
☎ 33‐1023

◎病院業務量
（令和 4 年 4 月１日～令和 4 年 9 月 30 日）
病床数・・・・・・・・・・・・・　50 床
入院患者数・・・・・・・・　延べ 4,471 人
外来患者数・・・・・・・・   延べ 9,815 人
入院１日平均・・・・・・・・・・　24.4 人
外来１日平均・・・・・・・・・　　77.9 人

区　　分 予　算　額
執　　行　　額 収入率

（％）上　半　期 累　　計

病院事業収益 857,308 352,565 352,565 41.1

医業収益 657,583 256,033 256,033 38.9

医業外収益 199,724 96,532 96,532 48.3

特別利益 1 0 0 0.0
収入の医業収益は、診療報酬や手数料、他会計負担金など。医業外収益は、他会計補助金など。
特別利益は、固定資産売却益など。

【事業収入に関する事項】 ［単位：千円］

区　　分 予　算　額
執　　行　　額 執行率

（％）上　半　期 累　　計

病院事業費用 1,008,326 343,947 343,947 34.1

医業費用 1,006,486 343,829 343,829 34.2

医業外費用 1,339 118 118 8.8

特別損失 1 0 0 0.0

予備費 500 0 0 0.0

【事業費用に関する事項】 ［単位：千円］

支出の医業費用は、給与費、材料費、経費、減価償却費など。医業外費用は、企業債の償還利息など。
特別損失は、固定資産売却損など。

◎借入金残高                         489 万円

区　　分 借入金残高 前年同期残高
一般会計 8,665,329 8,716,432
産業団地整備事業特別会計 994,209 1,459,125

【市債の状況】 ［単位：千円］

歳出

15 億

予算現額（千円）
支出済額（千円）

35 億 40 億

予
算
の
執
行
状
況
を

公
表
し
ま
す

※グラフは、それぞれ令和 3 年度からの繰越予算を含めた額です。
※歳出予算の「その他」は、議会費、労働費、消防費、災害復旧費、公債費などです。
※歳入予算の「その他」は、地方譲与税、分担金および負担金、使用料および手数料、
　財産収入、繰越金、諸収入などです。

25 億5 億 10 億 30 億

～

20 億

◎水道業務量
（令和 4 年 4 月 1 日～令和 4 年 9 月 30 日）
給水戸数・・・・・・・・・・・　8,304 戸
給水人口・・・・・・・・・・・16,409 人
上半期給水量・・・・・・・・　933,854 ｍ3

１日平均給水量・・・・・・・・　5,103 ｍ3

１人１日平均給水量・・・・・・　311.0㍑

区　　分 予　算　額
執　　行　　額 収入率

（％）上　半　期 累　　計

水道事業収益 367,084 160,645 160,645 43.8

営業収益 328,842 159,774 159,774 48.6

営業外収益 27,741 856 856 3.1

特別利益 10,501 15 15 0.1
収入の営業収益は、水道料金、手数料、水道加入金など。営業外収益は、長期前受金戻入など。

【事業収入に関する事項】 ［単位：千円］

区　　分 予　算　額
執　　行　　額 執行率

（％）上　半　期 累　　計

水道事業費用 401,863 159,435 159,435 39.7

営業費用 364,933 148,633 148,633 40.7

営業外費用 23,130 10,784 10,784 46.6

特別損失 10,800 18 18 0.2

予備費 3,000 0 0 0.0

【事業費用に関する事項】 ［単位：千円］

支出の営業費用は、原水および浄水費、配水および給水費、総係費、減価償却費など。営業外
費用は、企業債の償還利息など。

◎借入金残高　　     19 億 6,223 万円

■お問い合わせ　市水道課 経営管理係
☎ 35‐1113（課直通）

会　　　計
歳　　入 歳　　出

予　算　額 収　入　済　額 予　算　額 支　出　済　額
国民健康保険特別会計 3,104,014 1,081,152 3,104,014 1,060,490

介護保険
特別会計

保険事業勘定 3,500,814 1,744,166 3,500,814 1,322,648
介護サービス事業勘定 24,676 13,116 24,676 8,778

後期高齢者医療特別会計 697,525 97,336 697,525 221,817
産業団地整備事業特別会計 474,740 474,754 474,740 454,412

合　　　計 7,801,769 3,410,524 7,801,769 3,068,145

【特別会計の予算執行状況】 ［単位：千円］

歳入
予算現額（千円）
収入済額（千円）

35 億

総務費
669,145（22.5％）

2,977,334

その他
830,129（41.0％）

2,025,313

25 億 5 億15 億30 億40 億 10 億20 億

～

一 般 会 計

病 院 事 業水 道 事 業

用 語 説 明
福祉や教育、公園や道路建設など
の市の基本的な事業を行う会計で
す。市税や地方交付税などを主な
財源としています。

一般会計

特定の収入を特定の支出に充てて
事業を行う会計です。市では、国
民健康保険、介護保険などがこれ
に該当します。

特別会計

国から地方自治体に交付される補
助金や委託金などのことです。

国庫支出金

市がさまざまな事業を行うとき、
長期にわたって借りるお金のこと
です。

市債

■お問い合わせ
市財政課財政係 ☎ 35‐3716（課直通）

　

令
和
4
年
度
の
え
び
の
市
の
一
般
会
計
予
算
額
（
9
月
30
日
現
在
）
は
、
歳
入
・
歳
出
そ
れ

ぞ
れ
1
4
9
億
6
9
6
0
万
6
千
円
で
、
こ
の
ほ
か
に
令
和
3
年
度
か
ら
の
予
算
の
繰
越
が
、

9
億
5
0
0
1
万
1
千
円
あ
り
、
合
計
で
1
5
9
億
1
9
6
1
万
7
千
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
合
計
額
に
対
し
て
、
9
月
30
日
現
在
の
収
入
済
額
は
、
62
億
6
0
3
6
万
4
千
円
で
収
入
済

率
39

・

3
％
、
支
出
済
額
は
、
53
億
6
3
6
6
万
7
千
円
で
支
出
済
率
33
・
7
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

地方公共団体が等しくその行うべ
き事務を遂行できるよう、一定の
基準により国から交付されるお金
です。

地方交付税

広報 広報令和4年11月号 令和4年11月号7 6



さ
ま
ざ
ま
な
計
画
の
最
上
位

3
本
柱
で
構
成

市
民
と
と
も
に
進
め
る

ま
ち
づ
く
り

　

市
で
は
、
総
合
的
な
ま
ち
づ
く
り
を
進

め
て
い
く
た
め
の
指
針
と
な
る「
第
6
次

え
び
の
市
総
合
計
画
」を
策
定
し
ま
し
た
。

　

総
合
計
画
で
は
、
市
が
実
現
を
目
指
す

将
来
像
を
掲
げ
て
い
ま
す
。「
人
口
ビ
ジ
ョ

ン
」「
基
本
構
想
」「
基
本
計
画
」で
構
成
さ
れ
、

長
期
的
で
総
合
的
な
ま
ち
づ
く
り
の
羅
針

盤
と
し
て
、
市
の
さ
ま
ざ
ま
な
計
画
の
最

上
位
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
も
の
で
す
。

　

将
来
像
の
実
現
に
向
け
て
各
種
施
策
を

推
進
し
て
い
く
た
め
に
、
令
和
4
年
度
か

ら
令
和
11
年
度
ま
で
の
8
年
間
を
第
6
次

え
び
の
市
総
合
計
画
の
目
標
期
間
と
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
こ
の
間
、
社
会
情
勢
の
変

化
や
え
び
の
市
の
現
状
、課
題
を
勘
案
し
た

上
で
、中
間
年
度
の
令
和
7
年
度
に
基
本
計

画
の
必
要
な
見
直
し
を
図
り
ま
す
。

　

第
6
次
え
び
の
市
総
合
計
画
は
、市
民
や

子
育
て
世
代
、
市
内
関
係
団
体
、
企
業
へ
の

ア
ン
ケ
ー
ト
や
、市
の
基
本
構
想
な
ど
を
審

議
す
る
総
合
開
発
審
議
会
で
い
た
だ
い
た

意
見
を
反
映
し
て
、市
の
特
性
や
恵
ま
れ
た

地
域
資
源
を
生
か
し
つ
つ
、持
続
可
能
な
ま

ち
づ
く
り
を
目
指
す
内
容
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、ま
ち
づ
く
り
の
主
役
は
一
人
一
人

の
市
民
で
あ
る
こ
と
を
基
本
に
、市
民
と
行

政
が
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
を
果
た
し
な
が
ら
、

連
携
・
協
働
す
る
取
り
組
み
を
さ
ら
に
進
め

る
た
め
に
も
、行
政
が
取
り
組
む
基
本
施
策

に
対
す
る「
み
ん
な
で
で
き
る
こ
と（
市
民
・

地
域
・
職
場
）」を
示
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
そ
の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。
将
来

像
で
あ
る「
え
が
お
が
交
わ
り
続
け
る
ま
ち

～
霧
島
山
の
め
ぐ
み
め
ぐ
る　

え
び
の
～
」

の
実
現
の
た
め
に
、
市
民
と
行
政
が
、
そ
れ

ぞ
れ
ま
ち
づ
く
り
の
担
い
手
と
し
て
主
体

的
に
活
動
し
、自
ら
の
地
域
を
自
ら
が
築
い

て
い
く
地
域
社
会
を
目
指
し
て
い
き
ま
し
ょ

う
。

将来像の実現に向けた「基本施策の目指す姿」と「みんなでできること」

健康・医療・福祉・子育てなど、市民生活を支えるサービスを充実させ
ることで、市民の「えがお」をつくる施策です。

本市の魅力を生かした農業や観光などの産業振興や道路などのイン
フラの整備などにより、交流拠点都市として多様な人々が「まじわる」
ことができるまちづくりを進める施策です。

★子育て中の家庭や子どもを地域全体で見守り支えましょう。

★市内商店等の利用促進に努めましょう。
★いろいろな機会を捉えて観光情報を発信しましょう。

★市民一人一人が運動や健（検）診の機会を求め、健幸づくりに努
　めましょう。

★たくさんの人に本市の魅力を伝えましょう。
★企業が進出しやすい環境整備を行いましょう。

★介護予防のため、はつらつ百歳体操への参加
　や自宅での運動を行いましょう。

★新規就農者等の確保や育成、雇用に取り組み、地域の担い手を応
　援しましょう。

★将来の「人と農地」のあり方について話し合いましょう。
★自分の所有する農地や経営する農地を適正に管理しましょう。

★農家・非農家を問わず、地域資源の保全活動に参加しましょう。
★森林・林業について理解を深めるための森林づくり活動へ参加しま
　しょう。

★道路の清掃や草払い、地域で行う堤防除草作業などの保全活動に
　協力しましょう。
★道路や河川の異常箇所を見つけたら、市や関係機関に速やかに通
　報しましょう。

★誰もが暮らしやすい笑顔のあるまちにするために、地域の中で助
　け合いましょう。
★地域住民同士で、見守り、支え合う地域づくりを目指しましょう。

★地域で 4R を推進し、ごみの分別徹底や排出抑制、リサイクルに
　努めましょう。

基本目標 ❶

基本目標 ❷

基本施策

基本施策

子育てしやすい環境づくり

健康でいきいきと暮らせる
まちづくり

介護サービスの充実と
介護予防の推進

地域福祉の充実

人と環境にやさしい施策の推進

みんなでできること

みんなでできること

農業・畜産業の活性化

農地利用の最適化

農林業基盤維持・整備の推進

道路ネットワークの整備および
道路施設・河川の適切な維持管理

観光商工業の活性化

企業立地の推進

第6 次えびの市 総合計画

※一部を抜粋しています。

広報 令和4年11月号9 令和4年11月号広報 8



基本施策
基本施策

基本施策

みんなでできること
みんなでできること

みんなでできること

将来にわたり、本市の魅力が輝き「つづける」ため、本市の次世
代を担う子どもたちや市民が生涯にわたって学んだり、スポーツに
親しんだりできる環境を整えるための施策です。

本市が、みんなが安心して暮らし、将来にわたって持続可能な「まち」となる
よう、行政と市民が一体となって「まち」づくりを行うとともに、行政経営を
高度化するための施策です。

「概要版」は、各家庭
に配付していますので、
ご覧ください。

全てが記載されている「本編冊子」
は、本庁 2 階市民室、市企画課窓
口、市文化センター、飯野・真幸
出張所、市民図書館、市立病院で
閲覧することができます。

市ホームページ
https://www.city.ebino.lg.jp

にも掲載しています。

▼ 該当ページは
こちらから

基本目標 ❸基本目標 ❹ 

基本目標 ❹

市企画課 政策係 ☎ 35-3712（課直通）お問い合わせ

★地域の子どもたちは地域で育てるという意識
　を持ちましょう。
★地域の歴史や文化、自然、産業等を守り、
　地域の子どもたちに伝えましょう。
★地域の学校の施設維持管理に、地域で協力しましょう。

★出前講座等を活用して地域や企業、団体で
　学びの機会を作りましょう。
★貴重な文化財や文化資源に関心を持ち、保
　護・管理に協力しましょう。
★スポーツ大会・運動等を通じて、スポーツ・
　レクリエーションに親しめる機会を作りま
　しょう。
★生きがいのある生活を送るためにさまざまな
　学習機会を捉えて参加しましょう。

生涯にわたる学びの支援と
文化・スポーツの振興

市民協働による
まちづくりの推進

★自治会に加入し、自治会活動に参加しましょう。
★地域で連携・協力し、主体的に地域の活性化や課題解決に取り
　組みましょう。
★まちづくり協議会の活動に参加しましょう。
★国籍に関わらず誰もが安心して暮らせる環境づくりに努めましょう。

★自衛隊の活動や交流等を通じて自衛隊への理解を深めましょう。
★自主防災組織を設立して災害に備えるとともに、必要な備蓄品や
　資機材を確保しましょう。
★防犯意識を高め、自主的に地域安全活動を推進しましょう。
★交通ルールの遵守や正しい交通マナーを実践しましょう。

★行政などと連携しながら土地の有効活用を
　図りましょう。

★総合計画の冊子や概要版を読みましょう。
★バスや JR などの公共交通機関を利用しましょう。
★市の魅力について SNS などを活用し発信しましょう。

安心安全の確保

学校教育の充実

市有財産の有効活用

市に関する総合的な企画立案

★性別や年齢、国籍、障がいの有無、就労状況等にかかわらず
　多様な人々の住民参加を基本とした地域活動を行いましょう。
★官民協働を意識し、市職員と一緒にまちづくりに参画し、積極
　的に建設的な意見交換を行いましょう。
★家庭、学校、地域、職場などでいじめや差別はやめましょう。
★子育てや介護がしやすい職場環境づくりに努めましょう。

★選挙や政治参加に関心を持ち、積極的に
　投票しましょう。

★「わかりやすい予算書」や「広報えびの」に掲載される財政状況
　に関する記事を読みましょう。

★納期限内に税金を納めましょう。
★市税等納期カレンダーを活用しましょう。

★インターネット中継や市議会だよりを読んで市議会に関心を持ち、
　市政に対する理解を深めましょう。
★市議会を傍聴する機会を作りましょう。

市役所内外の公正・適正維持

選挙の適正管理

効率・効果的な財政運営

税収確保の推進

市議会の適正運営

第6 次えびの市 総合計画

広報 広報令和4年11月号 令和4年11月号11 10



PayPayとは

PayPay 利用ガイド

お年玉キャンペーン概要

アプリをダウンロード

えびの市

　市では、キャッシュレス決済や市内での消費拡大を推進することによって、
コロナ禍における新しい生活様式への対応や市内事業所等の事業継続、雇用
維持を図るため、PayPay 株式会社と連携したキャンペーンを実施します。
　期間中、対象店舗の支払いをPayPayで行うと、決済金額の最大 25％の
PayPayボーナスが付与されます。

ソフトバンク株式会社とヤフー株式会社が共同で提供しているスマートフォン決済の一種です。PayPayアプリをダウン
ロードして登録することで利用することができ、現金を使わずに支払いをすることができます。

※対象店舗は、ポスターが掲示されている店かPayPayアプリのマップで応援マーク
の目印がついている店です。

※キャンペーンの適用で進呈される残高（電子マネー）は、1円単位で買い物に利用でき、有効期限はありません。
※原則、決済の翌日から30日後に付与されます。出金や譲渡はできません。
※クレジットカード支払いの場合、ヤフーカード以外はキャンペーン対象外です。

電話番号とパスワー
ドを入力

登録完了受 信した4 桁の認証
コードを入力

SMS（メッセージ）で
認証コードを受信

令和 5 年1月5日（木）〜 31日（火）

市内の PayPay 加盟店舗

1回当たり1,000 円　最大 5,000 円

期間

対象店舗

ボーナス
付与上限

STEP

1
ダウンロードは

こちらから

最大

の
PayPay ボーナス付与

25％

1 2 3 4

アプリを立ち上げ、ホー
ム画面の「支払う」を
選択

■ PayPay の利用方法等に関するお問い合わせ

■キャンペーンに関するお問い合わせ
市観光商工課 商工係　☎ 35-3728（直通）

午前 8 時 30 分〜午後 5 時 15 分（月曜〜金曜 ※祝日を除く）

えびの市商工会　☎ 35-1544　
午前 8 時 15 分〜午後 5 時 15 分（月曜〜金曜 ※祝日を除く）

PayPay カスタマーサポート窓口

0120-990-634（24 時間受付）
※メンテナンス日を除く

残高をチャージ

ホーム画面の「銀行
口座登録」を選択

各ATMで「スマート
フォンでの取引」を
選択

「スキャン支払い」を
選択

画面を店員に見せ、バー
コードを読んでもらう

チャージ用の銀行口座
を選 択し、各銀 行の
手順で登録

アプリの「 チャージ」
か ら「ATMチャー ジ」
を選択し、ATMの QR
コードを読み取る

店舗に置かれたQRコー
ドを読み取る

支払い完了画面が表示
されたら支払い完了

銀行口座登録後、ホー
ム画面「チャージ」を
選択

アプリに表示された番
号をATMに入力

金額入力後、画面を店
員に見せ、「支払い」を
選択し、支払い完了

「チャージ方法」を選択、
金額を入力し「チャージ
する」を選択し完了

ATMで 金 額 を 決 定 後、
入金し完了

STEP

2
銀
行
口
座
か
ら

登
録
前
に
本
人
確
認
を
行
っ
て

く
だ
さ
い
。

お
店
が
読
み
取
る
場
合

セ
ブ
ン
銀
行
、
ロ
ー
ソ
ン

銀
行
の
A
T
M
か
ら

各店舗での支払い
STEP

3

お問い合わせ

自
分
で
読
み
取
る
場
合

1

1

2 3

3

4

42

1 2

1 32
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令
和
4
年
度
え
び
の
市
市
民
表
彰
式

が
11
月
3
日
、
市
文
化
セ
ン
タ
ー
で
行

わ
れ
ま
し
た
。
令
和
4
年
度
の
受
賞
者

は
、
教
育
・
芸
術
・
体
育
・
文
化
部
門
、

市
民
生
活
部
門
で
貢
献
さ
れ
て
き
た
2

人
で
す
。

　

表
彰
式
で
は
、
受
賞
者
に
村
岡
隆
明

市
長
か
ら
表
彰
状
と
記
念
品
が
贈
呈
さ

れ
ま
し
た
。
村
岡
市
長
は
、「
各
分
野

で
ご
尽
力
い
た
だ
き
感
謝
し
て
い
ま
す
。

今
後
も
貴
重
な
ご
助
言
を
賜
り
、
え
び

の
市
を
支
え
見
守
っ
て
く
だ
さ
い
」と

式
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

　

受
賞
者
を
代
表
し
て
、
田
畑
ト
シ
子

さ
ん
が
、「
表
彰
を
機
に
、
微
力
で
は

あ
り
ま
す
が
、
よ
り
一
層
心
を
ひ
き
し

め
、
え
び
の
の
た
め
今
後
も
努
力
し
て

い
き
ま
す
」と
謝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

　

え
び
の
市
市
民
表
彰
制
度
は
、
昭
和

62
年
度
に「
市
政
功
労
者
表
彰
」と
し
て

ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
令
和
4
年
度
の

市
民
表
彰
で
は
、
市
民
に
公
募
を
行
い
、

候
補
者
の
中
か
ら
表
彰
審
議
会
の
審
議

に
よ
り
、
受
賞
者
を
決
定
し
ま
し
た
。

問 

市
企
画
課 

秘
書
係

☎
35
‐
1
1
1
1
（
内
線
３
０
２
）

各部門表彰者

伊地知 興子さん［上原田・81 歳］

【功績】長年にわたり、地域住民の模範
となり地域活動をはじめとする幅広
い社会活動に積極的に参加・貢献され
ている。
　また、えびの市地域婦人連絡協議会
に平成24年に加入され、現在まで監事
を7年間務められているほか、10年間
にわたり、学校支援事業や託児支援ボ
ランティア等の社会貢献活動に尽力さ
れ、本市の社会福祉に貢献されている。

市民生活部門

え
び
の
市
発
展
の
た
め
に
尽
力

え
び
の
市
発
展
の
た
め
に
尽
力

田畑 トシ子さん［南原田・83 歳］

【功績】平成元年に舞踊教室を設立し、
継続的な練習と発表の場を創出され
るなど、日本舞踊の普及と人材育成
に長年貢献されている。
　また、えびの市芸術文化協会の会
長などを歴任し、現在は顧問を務め
るほか、南九州舞踊協会の会長、宮崎
県日本舞踊協会の参与を務めるなど、
芸術文化活動の振興に大きく寄与さ
れている。

教育・芸術・体育・文化部門

　市は、「まち」全体を健康づくりが行える環境へ整え、医療費等の抑制につなげていくこと

を目標にした「スマートウエルネスシティ」計画策定に着手します。

　市民が創る「健康で幸せに暮らせるまち（＝健幸なまち）」
のことをいいます。
　健康を維持することは、個人と社会の双方にとって、生き

がいや豊かな生活、医療費の抑制などのメリットがあります。

健康意識の高い人も、そうでない人も、誰もが健康でいるた

めには、住んでいるだけで健康になれる「まち」であること

が理想です。

　市民の皆さんが健康で生きがいを持ち、安心・安全で豊か

な生活を送ることを今後のまちづくりの中核に据え、生活習

慣病や介護予防につながる取り組みを行うことが必要となっ

ています。

　市民の皆さんが健康で幸せに暮らすことが、

活気あるえびの市を創る重要な課題であるとして、

暮らしの現状を把握し、今後の市政運営につな

げていくため、市民アンケートを実施します。市

内在住の 20 歳以上の人の中から無作為に 2,000

人を抽出し、調査票を送付しています。調査へ

のご理解、ご協力をお願いします。

　健幸のためにできることは、いろいろなこ

とがあります。その中でも、「歩くこと」は

健康を維持するためにすぐに取り組むことが

できます。歩くことは有酸素運動で、多くの

疾患の予防効果があります。

　また、歩くことで四季を感じたり、景観や

生活環境の改善点に気づいたりできます。そ

の他にも、治安の維持と強化に貢献できます。

市健康保険課 医療保険係　☎ 35-3742（直通）

お問い合わせ

広報 広報令和4年11月号 令和4年11月号15 14



畜　

産

問

第
12
回
全
国
和
牛
能
力
共
進
会

宮
崎
県
4
大
会
連
続
内
閣
総
理
大
臣
賞

市
畜
産
農
政
課 

畜
産
振
興
室　

☎
35
‐
3
7
4
4
（
課
直
通
）

　

10
月
6
日
（
木
）
か
ら
10
日
（
月
）

に
か
け
て
、
鹿
児
島
県
で
「
第
12
回
全

国
和
牛
能
力
共
進
会
」
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。霧
島
市
牧
園
町
で
は
種
牛
の
部
、

南
九
州
市
知
覧
町
で
は
肉
牛
の
部
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

同
会
は
、
5
年
に
1
度
行
わ
れ
、
和

牛
の
繁
殖
能
力
や
産
肉
能
力
の
改
良
成

果
を
競
う
大
会
で
す
。

　

全
国
41
道
府
県
か
ら
種
牛
２
５
８

頭
、
肉
牛
１
６
６
頭
、
高
校
・
農
業
大

学
校
24
頭
の
合
計
４
４
８
頭
が
審
査
に

臨
み
ま
し
た
。
宮
崎
牛
は
、
今
大
会
か

ら
新
設
さ
れ
た
、
肉
量
・
肉
質
に
加
え

て
、
脂
肪
の
質
を
評
価
す
る
第
7
区
脂

肪
の
質
の
評
価
群
に
お
い
て
最
高
賞
で

あ
る
内
閣
総
理
大
臣
賞
を
獲
得
し
、
肉

の
お
い
し
さ
日
本
一
に
輝
き
ま
し
た
。

　

宮
崎
県
は
、
史
上
初
、
4
大
会
連
続

内
閣
総
理
大
臣
賞
を
獲
得
し
ま
し
た
。

　

本
市
出
品
牛
は
、
神
田
譲
市
さ
ん
出

品
牛
「
天
空
」
号
が
第
6
区
（
総
合
評

価
群
）で
優
等
賞
2
席
、「
第
33
凛
太
郎
」

号
が
第
7
区
（
脂
肪
の
質
評
価
群
）
で

優
等
賞
首
席
お
よ
び
内
閣
総
理
大
臣
賞

と
い
う
成
績
を
収
め
ま
し
た
。

　

神
田
さ
ん
は
、「
脂
肪
の
質
評
価
群

で
、
こ
の
よ
う
な
賞
を
受
賞
で
き
、
と

て
も
う
れ
し
い
で
す
。
宮
崎
牛
の
質
の

高
さ
を
全
国
に
広
め
ら
れ
た
こ
と
で
、

生
産
者
の
意
欲
向
上
や
牛
肉
の
消
費
拡

大
に
つ
な
が
っ
て
ほ
し
い
で
す
。
今
後

も
日
々
の
飼
育
管
理
を
徹
底
し
て
、
お

い
し
さ
日
本
一
の
称
号
に
恥
じ
な
い
宮

崎
牛
を
生
産
し
て
い
き
ま
す
」
と
話
し

て
い
ま
し
た
。

観　

光

問

な
な
つ
星
㏌
九
州
吉
都
線
内
運
行
開
始

市
観
光
商
工
課 
観
光
係　

☎
35
‐
1
1
1
4
（
直
通
）

　

豪
華
寝
台
列
車
ク
ル
ー
ズ
ト
レ
イ
ン

「
な
な
つ
星
㏌
九
州
」
が
、
吉
都
線
内

で
の
運
行
を
開
始
し
ま
し
た
。

　

初
回
の
10
月
20
日
は
、
Ｊ
Ｒ
吉
都
線

応
援
大
使
の
田
代
剛
さ
ん
や
大
野
勇
太

さ
ん
、
京
町
温
泉
み
な
ほ
会
、
え
び
の

で
第
九
を
歌
う
会
な
ど
に
よ
る
お
出
迎

え
セ
レ
モ
ニ
ー
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
ま

た
、
飯
野
高
校
生
な
ど
が
バ
ル
ー
ン
を

飛
ば
し
て
歓
迎
し
ま
し
た
。

　

初
回
日
は
、
な
な
つ
星
を
一
目
見
よ

う
と
、
え
び
の
駅
に
約
6
０
０
人
の
人

が
訪
れ
ま
し
た
。
訪
れ
た
人
は
、
な
な

つ
星
の
写
真
を
撮
る
な
ど
し
て
な
な
つ

星
の
来
訪
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

　

な
な
つ
星
は
、
12
月
22
日
ま
で
の
毎

週
木
曜
日
（
12
月
1
日
、8
日
を
除
く
）

に
運
行
予
定
で
す
。
ま
た
、
3
月
に
も

運
行
す
る
予
定
で
す
。
え
び
の
駅
に
到

着
し
た
後
、2
時
間
程
度
停
車
し
ま
す
。

　

沿
線
で
見
か
け
た
際
は
、
ぜ
ひ
、
手

を
振
っ
て
お
見
送
り
し
て
く
だ
さ
い
。

会場の様子

神田さん（第 7 区）出品牛「第 33 凛太郎」号

場所 時間

旅館 午前9時40分発

嘉例川駅
（鹿児島県）

午前10時19分着
午前10時24分発

えびの駅 午前11時14分着
午後1時5分発

高原駅 午後1時40分着
午後1時48分発

都城駅 午後2時26分着
午後3時43分発

南宮崎駅 午後5時4分着
午後5時49分発

佐伯駅
（大分県）

午後11時28分着
午後11時40分発

列車宿泊

■運行スケジュール

※時間が前後する可能性があります。

トロフィーを受け取る神田さん

第 7 区が内閣総理大臣賞を獲得しました（神田さん：写真右）

各駅でたくさんの人がななつ星を迎えました
（写真上：京町温泉駅、写真下：えびの飯野駅）

飯野高校生などがバルーンを飛ばして歓迎

えびの駅にはたくさんの人が訪れました

問
市
企
画
課 

政
策
係　

☎
35
‐
3
7
1
2
（
直
通
）
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JR 列車時刻表（吉都線）都城⇒吉松 ◆下り
▲は、工事のため、令和 5 年 2 月までの第 2 水曜日（祝日を除く）は運休

▲

●

※最終の「●」は、休日は運行しません。各駅に提示している運行日を事前にご確認ください。

都城 小林 えびの
飯野

えびの
上江 えびの 京町

温泉 吉松

5:39 6:36 6:54 6:57 7:08 7:14 7:22

6:35 7:32 7:49 7:52 7:57 8:02 8:10

8:03 9:01 9:17 9:21 9:25 9:31 9:38

13:05 13:54 14:11 14:14 14:19 14:25 14:32

16:09 17:08 17:25 17:29 17:39 17:44 17:52

17:41 18:30 18:47 18:51 18:55 19:01 19:09

18:35 19:25 19:43 19:46 19:51 19:57 20:04

19:57 20:48 21:05 21:09 21:13 21:19 21:26

21:57 22:45 23:02 23:05 23:10 23:15 23:22

吉松 京町
温泉 えびの えびの

上江
えびの

飯野 小林 都城

5:27 5:34 5:41 5:46 5:50 6:05 6:53

6:54 7:02 7:09 7:14 7:18 7:33 8:21

8:23 8:30 8:37 8:42 8:46 9:01 9:48

13:12 13:20 13:27 13:32 13:37 13:53 14:41

15:58 16:06 16:12 16:17 16:21 16:36 17:24

17:24 17:32 17:39 17:44 17:48 18:03 18:55

18:23 18:31 18:38 18:43 18:47 19:02 19:49

20:11 20:18 20:25 20:30 20:34 20:48 21:36

JR 列車時刻表（吉都線）吉松⇒都城 ◆上り
▲は、工事のため、令和 5 年 2 月までの第 2 水曜日（祝日を除く）は運休

■小林駅　　　　0984-23-3040

み ん な で 乗 って 守 ろう吉 都 線！！マイレ ー ル 運 動

▲

9 月 23 日に JR 吉都線のダイヤが改正されました。この時刻表は自宅・会社等に掲示してご利用ください。



協　

働

問

宝
く
じ
助
成
で
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
備
品
を
整
備

市
民
協
働
課 

市
民
協
働
係　

☎
35
‐
1
1
1
8
（
直
通
）

　

一
般
財
団
法
人
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー

の
宝
く
じ
助
成
を
活
用
し
、
西
内
竪
自

治
会
（
真
幸
地
区
）
と
東
長
江
浦
下
自

治
会
（
加
久
藤
地
区
）
の
備
品
一
式
が

整
備
さ
れ
ま
し
た
。

一
般
財
団
法
人
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
で

は
、
宝
く
じ
の
社
会
貢
献
広
報
事
業
を

行
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
宝
く
じ
の

受
託
事
業
収
入
を
財
源
に
、
地
域
の
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
に
必
要
な
備
品
等
の

整
備
な
ど
に
対
し
て
助
成
を
行
い
、
地

域
社
会
の
健
全
な
発
展
と
住
民
福
祉
の

向
上
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
に
行
っ

て
い
る
も
の
で
す
。

　

今
回
各
自
治
会
で
整
備
さ
れ
た
の

は
、
次
の
備
品
で
す
。

■
西
内
竪
自
治
会

エ
ア
コ
ン
、
パ
ー
ソ
ナ
ル
カ
ラ
オ
ケ
、

デ
ジ
タ
ル
ワ
イ
ヤ
レ
ス
マ
イ
ク
、
ス

ピ
ー
カ
ー
、
Ａ
Ｖ
シ
ス
テ
ム
ラ
ッ
ク
、

折
り
た
た
み
テ
ー
ブ
ル
、
折
り
た
た
み

椅
子
な
ど

■
東
長
江
浦
下
自
治
会

エ
ア
コ
ン
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
、
ス
ク

リ
ー
ン
、
ポ
ー
タ
ブ
ル
ア
ン
プ
、
パ
ー

ソ
ナ
ル
カ
ラ
オ
ケ
、
デ
ジ
タ
ル
ワ
イ
ヤ

レ
ス
マ
イ
ク
、
ス
ピ
ー
カ
ー
、
Ａ
Ｖ
シ

ス
テ
ム
ラ
ッ
ク
な
ど

　

今
後
、
各
自
治
会
活
動
な
ど
で
活
用

し
ま
す
。

　

備
品
一
式
は
、
各
自
治
会
公
民
館
に

保
管
し
て
あ
り
ま
す
。

　

西
内
竪
自
治
会
の
岡
村
光
義
自
治
会

長
は
、「
エ
ア
コ
ン
等
が
整
備
さ
れ
た

こ
と
で
、
よ
り
充
実
し
た
地
域
活
動
を

行
え
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
今
後
は
、

整
備
さ
れ
た
音
響
設
備
な
ど
を
活
用
し

た
新
た
な
自
治
会
活
動
に
も
取
り
組
ん

で
い
き
た
い
で
す
」
と
話
し
て
い
ま
し

た
。

　

東
長
江
浦
下
自
治
会
の
久
米
功
自
治

会
長
は
、「
エ
ア
コ
ン
等
の
備
品
が
整

備
さ
れ
た
こ
と
は
と
て
も
あ
り
が
た

く
、
感
謝
し
て
い
ま
す
。
今
後
は
、
プ

ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
や
パ
ー
ソ
ナ
ル
カ
ラ
オ

ケ
な
ど
を
活
用
し
た
新
し
い
事
業
に
取

り
組
ん
で
、
地
域
の
交
流
に
活
用
し
て

い
き
た
い
で
す
」と
話
し
て
い
ま
し
た
。

畜　

産

　

10
月
11
日
、
延
岡
市
の
宮
崎
ビ
ー
フ

セ
ン
タ
ー
株
式
会
社
で
第
34
回
宮
崎
県

乳
肥
農
協
枝
肉
共
進
会
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

え
び
の
市
か
ら
は
、
交
雑
種
部
門
と

和
牛
部
門
合
わ
せ
て
5
人
が
出
品
し
、

優
秀
な
成
績
を
収
め
ま
し
た
。

【
交
雑
種
部
門
】

・
最
優
秀
賞

太
田 

幸
雄
さ
ん
（
尾
八
重
野
）

・
優
良
賞

株
式
会
社
重
冨
畜
産
（
尾
八
重
野
）

【
和
牛
部
門
】

・
最
優
秀
賞

前
原
牧
場
株
式
会
社
（
出
水
）

　

10
月
25
日
に
は
、
株
式
会
社
ミ
ヤ
チ

ク
高
崎
工
場
で
第
11
回
宮
崎
県
肉
畜
共

進
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

え
び
の
市
か
ら
は
、
肉
牛
枝
肉
の
部

と
肉
豚
枝
肉
の
部
合
わ
せ
て
4
人
が
出

品
し
、
優
秀
な
成
績
を
収
め
ま
し
た
。

【
肉
牛
枝
肉
の
部
】

・
優
等
賞

宮
原 

智
憲
さ
ん
（
白
鳥
）

・
1
等
賞

神
田 

譲
市
さ
ん
（
南
原
田
）

・
2
等
賞

吉
留 

弘
さ
ん
（
湯
田
）

【
肉
豚
枝
肉
の
部
】

・
優
等
賞
3
席

株
式
会
社
森
留
農
場
（
大
明
司
）

宮
崎
県
乳
肥
農
協
枝
肉
共
進
会
・

宮
崎
県
肉
畜
共
進
会

問
市
畜
産
農
政
課 

畜
産
振
興
室　

☎
35
‐
3
7
4
4
（
課
直
通
）宮崎県肉畜共進会肉牛枝肉の部優等賞を獲得した宮原さんの肉牛枝肉

　

11
月
3
日
、
市
文
化
セ
ン
タ
ー
で
令

和
4
年
度
地
域
活
性
化
活
動
実
践
報
告

会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。同
報
告
会
で
は
、

真
幸
く
わ
い
の
会
の
森
賢
治
さ
ん
が
発

表
を
行
い
ま
し
た
。

　

真
幸
く
わ
い
の
会
は
、
令
和
3
年
度

え
び
の
市
ぷ
ら
い
ど
21
市
民
団
体
活
動

助
成
金
を
活
用
し
て
活
動
を
行
っ
て
き

ま
し
た
。
報
告
会
で
は
、
く
わ
い
に
つ

い
て
の
説
明
や
令
和
3
年
度
と
4
年
度

に
開
催
し
た
「
く
わ
い
コ
ン
テ
ス
ト
」

な
ど
の
活
動
に
つ
い
て
発
表
し
ま
し

た
。

　

森
さ
ん
は
、「
ま
ず
は
く
わ
い
に
つ

い
て
知
っ
て
も
ら
う
こ
と
が
大
事
と

思
っ
て
い
ま
す
。
く
わ
い
を
通
し
て
え

び
の
を
盛
り
上
げ
る
た
め
、
く
わ
い
を

え
び
の
の
特
産
品
に
す
る
た
め
、
今
後

も
活
動
を
続
け
て
い
き
ま
す
」
と
話
し

て
い
ま
し
た
。

協　

働

問 地
域
活
性
化
活
動
実
践
報
告
会

市
民
協
働
課 

市
民
協
働
係　

☎
35
‐
1
1
1
8
（
直
通
）

真幸くわいの会の活動について報告する森さん

整備された音響設備やスクリーン等（東長江浦下自治会）

整備された音響設備や机等（西内竪自治会）
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地域の活性化に貢献

10

26

　おこびらつつじ保存会が、「美しい宮崎づく
り特別賞」を受賞したことを市長に報告しまし
た。これは、宮崎県内で美しい宮崎づくりに取
り組む個人、または団体等のうち、その功績が
顕著であると認められる団体等に贈られる賞で
す。
　全国的に貴重なおこびらつつじを地元で守り
育て、おこびらつつじ祭りを行うなど、地域活
性化に貢献したことが表彰されました。

第6回美しい宮崎づくり知事表彰
受賞報告 北きりしま田舎物語日帰り体験

農家民泊を日帰り体験

10

13

　大阪府立北千里高等学校の生徒 22 人がえび
のを訪れ、北きりしま田舎物語推進協議会が行
う農家民泊を日帰り体験しました。
　入村式後にそれぞれの班に分かれて、市内 5
つの農家を訪問し、まき割りやピザづくり、農
作業などの食育体験を行いました。
　日帰り体験に参加した生徒は、「ピザづくり
など、普段できないことを体験できて楽しかっ
たです」と話していました。

家庭と仕事の両立を

10

8

　市国際交流センターで「家庭教育講演会」が
行われました。これは、子育て支援や家庭教育
の充実を目的に、毎年実施しているものです。
着ぐるみの製作会社 KIGURUMI.BIZ 株式会社の
加納ひろみ代表取締役を講師に招き、「家庭も
仕事も夢もあきらめない～明日、一歩前に進む
ために～」という演題で講演が行われました。
　講演会には、市内から約 30 人が参加し、熱
心に話を聞いていました。

家庭教育講演会えびの秋の稲刈り体験学習

地域貢献の大切さを学ぶ

10

12

　日章学園九州国際高等学校の生徒 18 人を対
象に、市国際交流センター前の田んぼで稲刈り
体験が行われました。これは、生徒たちに生活
の一部に関わりを持つ「米」への関心と地域貢
献の大切さについて理解を深めてもらうことを
目的に行われたものです。
　体験学習に参加した平瀬空さんは、「台風の
影響などを受ける中での米作りの難しさを学ぶ
ことができました」と話していました。

えびの市民大学公開講座

楽器の音色に酔いしれる

10

22

　飯野地区コミュニティセンターで「えびの市
民大学公開講座」が行われました。
　今回は、Farmer's Cafe 謡楽舎の天

て ん ま

滿俊秀さ
ん・智恵子さんを講師に招き、「アメイジング・
グレイス～ギターとフィドルの調べ～」と題し
てギターとバイオリンの演奏会を行いました。
　講座には市内から約 60 人が参加。アイルラ
ンドやスコットランド民謡の演奏、その歴史の
話を楽しみました。

防犯活動用品贈呈式

安心・安全な地域づくりを目指す

10

6

　市役所で「防犯活動用品贈呈式」が行われま
した。これは、「地域の安全・安心活動推進モ
デル地区」の指定を受けている上江まちづくり
協議会の、安心安全で住みよい地域づくりを目
指した活動に役立ててもらうことを目的に、え
びの地区防犯協会から贈呈されたものです。
　贈呈式では、池田孝一会長へ活動推進に必要
な資器材として、蛍光レモンのウインドブレー
カーが贈呈されました。

第1回えびの市民大会議

えびのの未来について語り合う

10

9
　 飯 野 高 校 で「 第 1 回
えびの市民大会議」が行
われました。これは、え
びの市の未来について皆
で考える第一歩にしても
らおうと一般社団法人え
びのびとが行ったもので
す。
　「えびのの子どもの今
と未来」というテーマで、
第 1 部はシンポジウム、
第 2 部 は 未 来 カ フ ェ が
行われました。会場には、
市内外から 78 人、オン
ラインで 29 人が参加し、
えびのの未来について意
見を出し合いました。
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子育て支援ソラマメイベント

子育て中のリフレッシュの場に

10

29

　飯野地区コミュニティセンターで子育て支援
団体ソラマメによる子育て支援イベントが行わ
れました。これは、子育てしている皆さんに、
妊娠・育児による心身の疲れをリフレッシュで
きる憩いの場を提供しようと定期的に実施して
いるもので、飯野高校生のボランティアや地域
住民と一緒に活動しています。
　今回は、リラックスヨガやフィンガーペイン
トなど、親子で楽しめる体験が実施されました。

地域安全・防犯活動で貢献

10

27

　市役所で「防犯功労者表彰伝達式」が行われ
ました。これは、地域安全活動・防犯活動に功
労のあった人が表彰されるもので、令和 4 年
度は、えびの市から 3 人が受賞しました。
　全国防犯協会連合会防犯功労者表彰（銅章）
を飯野駅前交番連絡協議会の木戸篤則さん、宮
崎県防犯協会連合会防犯功労者表彰を飯野駅前
交番連絡協議会の植村恵さんと京町駐在所連絡
協議会の大城戸光子さんが受賞しました。

防犯功労者表彰伝達式

商工会チャリティ募金贈呈

子ども食堂の運営に役立てて

10

28

　えびの市商工会がえびの市社会福祉協議会
に、チャリティコンペ形式で実施した「第 24
回えびの市商工会会長杯ゴルフコンペ」で集
まったチャリティ募金を贈呈しました。
　ゴルフコンペには商工会の会員など 48 人が
参加し、2 万 4,000 円の募金が集まりました。
募金は、子ども食堂の運営に活用してほしいと、
コンペ実行委員会の淵上太会長から社会福祉協
議会の瀨戸崎惠子会長に手渡されました。

秋季観光祭アウトドアフェスタ

えびのアウトドアの魅力発信

11

3

　グリーンパークえびので秋季観光祭「アウト
ドアフェスタ in えびの」が行われました。こ
れは、えびの市の経済活性化やえびの市でのア
ウトドアの魅力発信のために、えびの市観光協
会が実施したものです。
　イベントでは、キャンピングカーの展示やバ
イクトライアルのデモンストレーション、市内
業者の出店などがありました。イベントには市
内外から約 1,000 人が訪れました。

電気工事技術競う

10

26

　小林地区電気工事組合の大正水流博さんが、
「第 4 回電気工事技能競技全国大会」に出場す

ることを市長に報告しました。同大会は、11
月 30 日と 12 月 1 日に神奈川県で行われ、各
ブロック代表と各都道府県代表が電気工事の技
術を競います。大正水流さんは、九州ブロック
代表として出場します。
　大正水流さんは、「経験を生かして、入賞目
指して頑張ります」と話していました。

第4回電気工事技能競技
全国大会出場報告

シルバー人材センターボランティア

気持ちよく利用してもらうために

10

27

　永山運動公園で、えびの市シルバー人材セン
ターの会員約 40 人が、ボランティアで清掃作
業を行いました。これは、シルバー人材センター
の事業の普及啓発を促進することと、公園を訪
れた人に気持ちよく利用してもらうことを目的
に同センターが実施しているものです。
　大河平静子副理事長は、「皆さんが気持ちよ
く利用できるよう実施しています。今後もきれ
いに使ってもらいたいです」と話していました。

飯野小・高連携「お米学習教室」

昔ながらの稲刈り体験

10

28
　飯野高等学校南側の田
んぼで、飯野小学校児童
と飯野高校生が稲刈りを
行いました。これは、お
米学習教室として、連携
して地域の特産物への理
解を深めることを目的に
行われているものです。
教 室 に は、 小 学 5 年 生
60 人、生活文化科 1 年
生 16 人が参加しました。
　JA え び の 市 青 年 部、
女性部の指導を受けなが
ら、 稲 刈 り や 足 踏 み 脱
穀機を使用しての脱穀、
唐
と う み

箕での選別を体験しま
した。



　
「
見
た
人
が
『
ほ
ー
っ
』
と
び
っ
く
り
す

る
も
の
が
作
れ
る
こ
と
が
竹
細
工
の
魅
力
で

す
」
と
話
す
の
は
、
中
浦
の
下
原
武
助
さ
ん

で
す
。

　

下
原
さ
ん
は
、
退
職
後
の
平
成
7
年
か
ら

竹
細
工
作
り
を
始
め
ま
し
た
。「
退
職
し
て

趣
味
が
欲
し
い
と
思
っ
て
い
た
と
き
に
、
学

生
時
代
の
担
任
の
先
生
が
竹
細
工
を
し
て
い

る
と
聞
い
て
教
え
て
も
ら
う
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
え
び
の
市
竹
工
会
に
所
属
し
て
、
竹

の
割
り
方
や
道
具
の
使
い
方
、
作
り
方
な
ど

を
勉
強
し
ま
し
た
。
竹
細
工
で
有
名
な
鹿
児

島
県
の
宮
之
城
や
大
分
県
の
別
府
に
も
研
修

に
行
き
ま
し
た
」　

　

こ
れ
ま
で
た
く
さ
ん
の
作
品
を
作
っ
て
き

た
と
作
品
を
見
せ
な
が
ら
話
す
下
原
さ
ん
。

「
手
提
げ
か
ご
や
菓
子
か
ご
、
つ
ぼ
、
ざ
る

な
ど
、
い
ろ
い
ろ
な
も
の
を
作
っ
て
き
ま
し

た
。3
日
ぐ
ら
い
で
で
き
る
も
の
も
あ
れ
ば
、

1
カ
月
以
上
か
か
る
も
の
も
あ
り
ま
す
。
竹

を
決
め
た
細
さ
に
切
っ
た
り
、
煮
た
り
、
磨

い
た
り
、
染
め
た
り
、
ど
ん
な
作
品
に
仕
上

げ
る
か
構
想
を
練
っ
て
、
考
え
な
が
ら
作
る

の
が
楽
し
い
で
す
。
で
き
た
と
き
の
達
成
感

は
す
ば
ら
し
く
、
で
き
た
作
品
を
見
な
が
ら

飲
む
焼
酎
は
と
て
も
お
い
し
い
で
す
」

　

年
に
1
回
、
宮
崎
県
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

が
実
施
す
る
作
品
展
示
会
に
出
品
す
る
こ
と

を
目
標
に
日
々
作
品
制
作
に
取
り
組
ん
で
い

る
そ
う
で
す
。「
人
に
喜
ば
れ
る
製
品
を
作

り
た
い
と
い
う
思
い
で
続
け
て
い
ま
す
。
竹

工
会
は
年
々
会
員
が
減
っ
て
い
て
、
高
齢
に

な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
若
い
人
で
技
術
を
継

承
し
て
く
れ
る
人
が
出
て
き
て
く
れ
る
と
う

れ
し
い
で
す
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

竹
細
工
の
魅
力
を
知
っ
て

技
術
を
継
承
し
て
ほ
し
い

下原 武助さん

市 民 の お す す め の 一 冊

GOTH リストカット事件
乙一 著

（KADOKAWA）

黒仁田翔さんのおすすめ

■おすすめコメント

「ぼく」を主人公に展開する
新感覚ミステリー。作中に
登場する叙述トリックがす
ばらしく、記憶をリセットし
て、もう一度読み直したい
一冊です。

twitter 始めました！
えびの市民図書館 （@EbinoCityLib）
https://twitter.com/EbinoCityLib
※右の QR コードからも見る事ができます。

えびの市民図書館
☎35-0242　https://ebino-city-lib.jp/
開館時間 火曜〜土曜／午前9時〜午後7時
 日曜 ・ 祝日／午前9時〜午後5時
休 館 日 毎週月曜日（祝日法に定める休日と重なった場合はその翌日）

【お問い合わせ】 竹下妙子さん ☎37-3056短歌 松山良文さん ☎33-4904俳句 ポエム同好会（田中虎夫） ☎33-2959詩

ブックランド号 運行スケジュール
運行場所（ルート） 運行日（12月） 時　間

岡元小学校→市立病院→さくら苑 14日（水） 13：15～15：15

上江小中学校→ Aコープかくとう店
→プラッセだいわ→真幸出張所

1日（木）、
15日（木） 13：15～16：30

飯野地区コミュニティセンター 2日（金）、
16日（金） 14：50～15：15

真幸地区体育館 7日（水）、
21日（水） 15：25～15：50

飯野出張所→ Aコープいいの店→
自衛隊官舎

9日（金）、
23日（金） 14：50～16：30

■
短
歌

■
詩

■
俳
句

と
け
あ
う
て
海
は
空
へ
と
石つ

わ
ぶ
き蕗
の
花

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

岩
切
嗣
子

　

数
年
前
、
北
郷
温
泉
に
一
泊
し
、
帰
路
に
日
南
海
岸
を
走
行
し
ま
し
た
。海
岸
沿
い

の
あ
ち
こ
ち
に
は
、
黄
色
い
石
蕗
の
花
が
咲
き
、
遠
く
の
水
平
線
は
、
ま
る
で
、
海
と
空

が
溶
け
合
っ
て
い
く
よ
う
な
…
そ
し
て
、
私
の
心
ま
で
解ほ
ど

け
て
い
く
よ
う
な
穏
や
か
な

小
春
日
和
の
一
日
で
し
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
自
註
）

確
実
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

西
幸
一

■冬のおたのしみおはなし会
読み聞かせボランティアによる楽しいおはなし会です。サ
ンタさんからのプレゼントもあります！
●開催日＝12月17日（土）
●時間＝午前10時30分～午前11時30分
●場所＝図書館　学習室

リレー形式で、市民の皆さんにおすすめの一冊を
紹介してもらいます。

我
が
家
に
姿
勢
の
良
い
花
が
有
る

七
月
中
旬
頃
か
ら
咲
き
始
め　

盆
を

過
ぎ

九
月
中
頃
ま
で
は
咲
い
て
い
る　

二ふ
た
つ
き月
ほ
ど

自
分
の
瞼
ま
ぶ
た

の
奥
を
紫
の
色
で
彩
り
今

年
も

十
分　

そ
の
季
節
を
楽
し
ま
せ
て
く

れ
た

桔き
き
ょ
う梗

だ
と
認
識
し
た
時
は

二
～
三
本
だ
っ
た
と
思
う

花
を
好
ん
だ
母
が
植
え
た
の
で
し
ょ

う現
在
十
本
程
に
な
る　

そ
の
株
は

今
更
な
が
ら　

気
づ
い
た
の
だ
が
…

永
い
年
月
か
け
て
種
子
を
残
し

確
実
に
株
数
を
増
や
し
て
い
る

真ま

ね似
事
で
も
御お
れ
い
ご
や

礼
肥
し
を
施
せ
ば

来
年
も
元
気
に　

咲
い
て
く
れ
る
で

あ
ろ
う

と　

思
い
つ
つ　

幾
つ
か
実
っ
た
次

郎
柿
を

ひ
と
つ
だ
け　

野
鳥
に
残
し　

熟
れ

る
頃

秋
は　

ぐ
ん
と
深
ま
り
季
節
は
一
巡

り
し

寒
い
冬
に
全
て
を
誘
い
込
む

秋
晴
れ
に
皇
帝
ダ
リ
ア
の
蕾
見
ゆ

霜
降
る
ま
で
の
短
か
き
命

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
本
ハ
ヤ
子

　

霜
月
は
収
穫
を
祝
い
感
謝
す
る
季
節
。秋
も
深
ま
り
野
山
は
く
れ
な
い
の
香
と
色
に

染
ま
る
。作
者
は
動
、
植
物
を
愛
し
こ
と
の
外
毎
年
皇
帝
ダ
リ
ア
を
大
切
に
育
て
霜
ふ

る
ま
で
の
儚
は
か
な
い
命
で
あ
る
と
知
り
つ
つ
高
く
伸
び
立
つ
美
し
い
花
に
心
を
こ
め
て
い
る
。

そ
の
心
根
が
素
晴
ら
し
い
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
評
：
竹
下
妙
子
） 

■うさぎの置物を作ろう！
紙粘土を使って、来年の干支「うさぎ」の置物を作ります。
●開催日＝12月25日（日）
●時間＝午前10時～午前11時
●場所＝図書館　学習室

■おはなし会
市内のボランティアの皆さんによる楽しいおはなし会です。
●開催日＝毎週土曜日
●時間＝午前10時30分～午前11時
●場所＝おとぎのくに（図書館内）
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最大

申し込み方法

マイナンバーカードの
新規取得で

5,000円分 7,500円分 7,500円分

◯マイナポイントアプリ
　をダウンロードして、
　手続きを行います。

◯全国の手続スポットで、無料で手
　続きを行うことができます。手続
　スポットは、マイナポイント事業
　ホームページで検索することが
　できます。

◯市役所本庁や飯野出張所、
　真幸出張所でも手続きを行う
　ことができます。

◯専用サイトで手続き
　を行います。

スマートフォン パソコン マイナポイント手続スポット

健康保険証としての
利用申し込みで

公金受取口座の
登録で

ご注意ください

期限

20,000
マイナポイントがもらえます！

　マイナポイントは、選んだ決済サービス
のポイントとして付与されます。マイナポイ
ントを受け取るには、マイナンバーカード
を使ってマイナポイントの申し込みを行う
必要があります。

・マイナポイントは、「キャッシュレス決済サービス」で使えるポイントのことです。
  国や県、市町村から現金を直接給付するものではありません。

・マイナポイントは先着順ではありません。慌てずに申し込みを行ってください。

＜支援窓口＞
場所：市役所本庁、飯野出張所、真幸出張所
時間：午前8時30分〜午後5時15分　

期間：2023年2月末まで（予定）

●マイナンバーカードの申請 ： 12月末まで ●マイナポイントの申込 ： 2023年2月末まで

マイナポイント または検索※詳しい手続き方法については、
　マイナポイント事業のホームページをご確認ください。

※ マイナンバーカードを取得した人のうち、マイナポイント第1弾に申し込んでいない・第1弾に申し込んだが、最大5,000
　  円分までのポイント付与を受けていない人が対象

※マイナンバーカードに対応した
　カードリーダーが必要です。

円分の

1 2 3
2424HH

市企画課　政策係　
☎ 35-3712（直通）

お問い合わせ

マイナポイント
予約・申込サイト 検索

!

※

※土・日、祝日、年末年始は除く。

企業ウォッチング

市内事業所のPR

会社概要

事業所概要 働く人の声

家 庭 教 育 学 級 通 信

28広報 令和4年11月号広報 令和4年11月号29

市では、市内の事業所情報を市民に提供し地元企業の

認知度を高め、市内事業所への就業先選択の拡大を図

るために、掲載を希望する事業所の募集を行い、広報え

びので紹介しています。詳しくは市観光商工課商工係

までお問い合わせください。

市観光商工課 商工係　☎35-3728

株式会社福元電設

　株式会社福元電設は、「お客様のニーズに答えるべく、日々努力」をモッ
トーに、電気、水道、空調設備、浄化槽設備の設計・工事・点検を行って
います。
　公共工事や民間工事を請け負っており、宮崎県内では、市内・小林市・
高原町をはじめ、延岡市や綾町など、全域で工事などを行っています。ま
た、県の企業局の工事なども行っています。
　現在は、従業員が少ないため、請け負える仕事の範囲が少なくなって
います。工事等を行うには、さまざまな資格が必要ですが、資格がなくて
も、仕事をしながら取得することができます。資格取得のために国や県
などから受けることができる補助の案内や、資格取得に向けた訓練・勉
強などのサポートも行っています。
　社員の息抜きの社員旅行など、職場の雰囲気作りを意識して、働きや
すい環境を整えています。

水道工事現場でのユンボによる掘削作業

電気設備点検ボランティアで点検を行いました

平成16年に入社しました。社長に声をかけ
ていただいて会社を見させてもらったら、と
ても良い印象で入社を決めました。この仕事
は、基本的作業は同じですが、現場ごとにア
プローチの仕方が変わるので繰り返しの作
業ではないところが魅力的です。これからも
スキルアップを目標に頑張ります。

人権かるた遊びを行いました

真幸中学校
家庭教育学級長

紫雲 真由美 さん

VOL.28

　家庭教育学級では、保護者同
士が交流を通して互いに支え合
う関係を作りながら、家庭教育
が果たす意義や役割について学
んでいます。
　6月には、人権擁護委員えびの
部会の皆さんを講師に招き、「人
権学習」を行いました。この学習
は、令和3年度に「人権かるた遊
びを通して人権について学ぼう」
と題して行う予定でしたが、実施
できなかったので、今年実施し
ました。県内の子どもたちが文
や絵を作成しており、かるたをし

ながら絵札の内容を振り返って
意見交換を行うものです。とて
も興味深く、かるた遊びを行い
ながら楽しく人権について学ぶ
ことができました。
　今後は、清俊一校長先生を講
師に招き、「色画用紙 de デザイ
ン」講座などを予定しています。
内容によって、親子で参加しても
らい、親子の交流も深められた
らと考えています。これからも参
加する皆さんが笑顔で楽しく活
動できる家庭教育学級にしてい
きます。

所在地 えびの市大字大明司 1154-1

事業内容 電気・水道・空調設備・浄化槽設備工事

開設 昭和 59 年 3 月

従業員 7 人（えびの出身者：4 人）

電話番号 33-2045

永田 修一さん



子
ど
も
の
「
食
べ
な
い
」
と
の
付
き
合
い
方

　

子
ど
も
が
イ
ヤ
イ
ヤ
期
に
突
入
し
、

食
べ
さ
せ
る
こ
と
に
一
苦
労
と
い
っ

た
経
験
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？
子
ど

も
は
、「
食
べ
な
い
」
わ
け
で
は
な
く
、

ど
の
よ
う
に
食
べ
た
ら
よ
い
の
か
分

か
ら
な
い
だ
け
で
す
。親
は
そ
の
こ

と
を
理
解
し
、
や
さ
し
く
し
つ
け
る

こ
と
が
必
要
で
す
。

　

例
え
ば
、
食
事
の
途
中
で
遊
び

を
繰
り
返
す
「
遊
び
食
い
」
の
場
合
、

食
事
は
遊
び
な
が
ら
す
る
も
の
で
は

な
い
と
学
習
さ
せ
る
こ
と
が
重
要
で

す
。
ま
ず
、
食
事
が
終
わ
っ
て
か
ら

　

子
ど
も
に
と
っ
て
、「
食
事
は
楽

し
い
」
と
経
験
す
る
こ
と
が
大
事
で
、

そ
の
経
験
は
も
っ
と
食
べ
た
い
と

い
う
意
欲
に
つ
な
が
り
ま
す
。ま
た
、

「
お
い
し
い
ね
」
と
共
感
し
な
が
ら

食
事
を
す
る
こ
と
で
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
能
力
も
育
ま
れ
ま
す
。食

べ
る
こ
と
を
通
し
て
、
体
だ
け
で
な

く
、
心
も
育
ん
で
い
き
ま
し
ょ
う
。

　

市
で
は
、
食
事
に
関
す
る
相
談
も

受
け
付
け
て
い
ま
す
。お
気
軽
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

市
子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
35
‐
1
7
0
7

　

文
：
市
こ
ど
も
課 

こ
ど
も
相
談
係

席
を
離
れ
る
と
い
う
こ
と
を
丁
寧
に

教
え
ま
す
。そ
れ
で
も
途
中
で
遊
ぶ

と
き
に
は
、
1
回
目
は
食
事
に
戻
る

こ
と
を
受
け
入
れ
、
2
回
目
以
降
は

淡
々
と
「
も
う
終
わ
り
ね
」
と
言
っ

て
片
付
け
ま
し
ょ
う
。泣
い
て
怒
っ

て
も
、「
次
の
ご
飯
の
と
き
に
食
べ

よ
う
ね
」
と
片
付
け
ま
す
。
食
事
を

片
付
け
る
こ
と
が
子
ど
も
に
罰
と
し

て
認
識
さ
れ
る
と
、
不
安
と
悲
し
さ

だ
け
が
残
り
、
食
事
の
仕
方
を
学
習

す
る
こ
と
が
で
き
な
い
た
め
、
決
し

て
叱
ら
な
い
こ
と
が
ポ
イ
ン
ト
で
す
。

故
が
起
こ
っ
た
場
合
は
、
責
任
を
追

及
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

　

製
品
事
故
に
遭
わ
な
い
た
め
に
は
、

取
扱
説
明
書
な
ど
の
注
意
事
項
を
よ

く
読
み
、
正
し
い
使
用
方
法
を
順
守

す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

少
し
で
も
お
か
し
い
と
思
っ
た

ら
、
全
国
共
通
消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ

ン
「
1
8
8
（
い
や
や
）」
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

☎
1
8
8
（
局
番
な
し
）

西
諸
地
域
消
費
者
相
談
セ
ン
タ
ー

☎
23
‐
1
1
7
9

　
　

文
：
市
民
環
境
課 

生
活
環
境
係

　

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
や
消
費
生
活

相
談
窓
口
で
は
、
消
費
者
ト
ラ
ブ
ル

に
巻
き
込
ま
れ
た
と
き
の
ほ
か
、
製

品
事
故
な
ど
の
相
談
に
も
応
じ
て
い

ま
す
。

　

製
品
事
故
と
は
、
製
造
物
の
欠
陥

に
よ
っ
て
事
故
が
発
生
し
た
場
合
を

い
い
ま
す
。製
品
事
故
が
発
生
し
て
、

け
が
な
ど
し
た
場
合
に
は
、
す
ぐ
に

病
院
を
受
診
し
て
医
師
の
指
示
を
受

け
ま
し
ょ
う
。

　

被
害
か
ら
救
済
さ
れ
る
た
め
に
は
、

そ
の
事
故
が
製
品
の
欠
陥
に
よ
っ
て

発
生
し
た
こ
と
を
示
せ
る
よ
う
に
し

て
お
く
こ
と
が
大
切
で
す
。事
故
の

写
真
等
の
撮
影
、
製
品
の
保
存
、
現

場
の
保
存
を
し
て
、
販
売
店
や
製
造

業
者
、
輸
入
業
者
に
事
故
の
報
告
を

し
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
に
相

談
す
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。相
談

す
る
こ
と
で
、
次
の
被
害
者
が
出
る

事
故
を
防
ぐ
意
味
も
あ
る
た
め
、
早

め
に
相
談
を
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

た
だ
し
、
消
費
者
の
使
用
に
問
題
が

あ
っ
た
場
合
や
経
年
劣
化
に
よ
り
事

製
品
事
故
に
あ
っ
た
場
合
は
ご
相
談
く
だ
さ
い

ご
活
用
く
だ
さ
い
「
成
年
後
見
制
度
」

■110だより

■119だより

えびの警察署

えびの消防署

☎33-0110

☎33-6119

うそ電 話 詐 欺に注 意！

火 災を予 防しましょう

10月の交通事故
発生状況

人　身 4件
物　件 33件

本年累計 14件
本年累計 268件

10月の活動状況
［えびの消防署管内］

火　災 6件
救　急 79件

本年累計 17件
本年累計 750件

　

認
知
症
・
知
的
障
が
い
・
精
神
障
が

い
な
ど
の
理
由
で
判
断
能
力
が
不
十

分
な
人
は
、
不
動
産
や
預
貯
金
な
ど

を
管
理
し
た
り
、
介
護
な
ど
の
サ
ー

ビ
ス
や
施
設
の
入
所
に
関
す
る
契
約

を
結
ん
だ
り
す
る
こ
と
が
難
し
い
場

合
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
自
分
に
不

利
益
な
契
約
だ
と
判
断
で
き
ず
に
契

約
を
結
ん
で
し
ま
う
な
ど
、
悪
徳
商

法
の
被
害
に
遭
う
恐
れ
な
ど
も
あ

り
ま
す
。こ
の
よ
う
な
人
の
日
常
生

活
を
法
律
的
に
支
援
す
る
仕
組
み
が

「
成
年
後
見
制
度
」
で
す
。

　

こ
の
制
度
に
は
、
法
定
後
見
制
度

と
任
意
後
見
制
度
の
2
つ
が
あ
り
ま

す
。
法
定
後
見
制
度
は
、
既
に
判
断

能
力
が
不
十
分
な
人
を
対
象
と
し
、

本
人
の
判
断
能
力
の
程
度
に
よ
り

「
後
見
」「
保
佐
」「
補
助
」
の
3
つ
に

区
分
さ
れ
ま
す
。家
庭
裁
判
所
で
選

ば
れ
た
成
年
後
見
人
な
ど
が
、
本
人

の
意
思
や
心
身
の
状
態
に
配
慮
し
な

が
ら
、
必
要
な
代
理
行
為
等
を
行
い
、

財
産
を
適
正
に
管
理
し
ま
す
。任
意

後
見
制
度
は
、
本
人
に
十
分
な
判
断

能
力
が
あ
る
う
ち
に
、
判
断
能
力
が

低
下
し
た
場
合
に
備
え
て
、
あ
ら
か

じ
め
本
人
が
選
ん
だ
人
（
任
意
後
見

人
）
に
、
代
わ
り
に
し
て
も
ら
い
た

い
こ
と
を
契
約
（
任
意
後
見
契
約
）

で
決
め
て
お
く
制
度
で
す
。

　

成
年
後
見
制
度
に
つ
い
て
の
相
談

や
問
い
合
わ
せ
は
、
市
介
護
保
険
課

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
や
中
核
機

関
に
し
も
ろ
地
区
権
利
擁
護
推
進
セ

ン
タ
ー
つ
な
ご
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
35
‐
1
1
1
2
（
課
直
通
）

中
核
機
関
つ
な
ご

☎
27
‐
3
3
5
8

　
　

文
：
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　 1 0 月は、市 内 で、火 入 れ による飛 火 等 で 6 件
の 火 災 が 発 生しています。空 気 が 乾 燥して火 災
が 起こりや す い 季 節 に なっていますの で、火 入
れ 等を行う際 は 十 分 に 注 意し、風 の 強 い日に は
行わ な いようにしましょう。
　また、火 入 れ を 行う際 は、近くに 燃え移りそう
なもの が な い か 確 認し、消 火 用 の 水を用 意 する
など、火 災 の 予 防 に 努 めましょう。火 入 れを行う
際 は、市 農 林 整 備 課 林 務 係 に 許 可 をもらい、消
防 署 に 連 絡して行 いましょう（消 防 署 へ の 届 出
は、許 可で は な い のでご 注 意ください。）。

　 警 察 官 などを 装っ た「 あ な た の 口 座（ キャッ
シュカード）が 悪 用されている」などという電 話
がかかってきたら、それはうそ電 話 詐 欺（特 殊 詐
欺）かもしれません。「キャッシュカードを確 認し
に 行く（預 かりに 行く、交 換 する等）」と言 わ れ た
ら、詐 欺を疑って、すぐに警 察へご相 談ください。
■ 手 口 の 一 例
警 察 官を装った犯 人が自宅を訪 問し、キャッシュ
カードを預 かると言ってだまし取ったり、隙をみ
て持 参した 偽 のカードとすり替えたりする。
■ 被 害 に遭わ な い た め に

・他 人 にキャッシュカードを渡さな い
・不 審 に思ったらすぐに警 察 などに相 談 する

いきいき！健康
H e a l t h y  L i f e

くらしのメモ
N o t e  o f  L i v i n g

あんしんねっと
A r e a  c o m p r e h e n s i v e  s u p p o r t
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えびの市人権同和問題啓発推進協
議会会員募集

　えびの市人権同和問題啓発推進協議会では、加入団体・
企業等を募集しています。
　同協議会は、人権同和問題（部落差別や女性、子ども、
高齢者、障がい者、外国人、性的少数者に対する差別など）
に対する市民の正しい理解と認識を高めることを目的に、
昭和59年7月に発足したものです。現在、行政、企業、学校、
福祉・社会教育団体、報道機関等、76団体170人を超える
会員がいます。
　同協議会では、年1回の総会や人権に関する講演会・セ
ミナー等の開催、研修費等の一部助成、啓発活動等を行っ
ています。事業費は、市からの委託金で運営されている
ため、会費等の負担はありません。
　企業や団体の皆さん、同協議会に加入して、人権につ
いて考えてみませんか。加入を希望する団体等は、市総
務課人権啓発室までご連絡ください。
申・問市総務課 人権啓発室
☎35-3711（課直通）

一人で悩まずご相談ください

　市女性相談所では、これまでも男性の相談を受け付け
ていましたが、より相談しやすいよう、12月7日（水）か
ら「男性相談日」を設けます。
　男性は、仕事、家庭、夫婦関係、人間関係などの悩みを
抱えていても「男は弱音を吐いてはならない」などとい
う価値観に縛られ、誰にも相談せずに一人で悩みを抱え
込みがちです。「つらい」、「きつい」と感じたら、市女性
相談所にご連絡ください。専門の女性相談員が問題の解
決方法を一緒に考えていきます。相談は無料で、匿名も
可能です。秘密は厳守します。

【相談日】第1・第3水曜（祝日・年末年始を除く）
【時間】午前9時～午後4時

■女性相談所
【相談日】月曜～金曜
【時間】午前9時～午後4時

※より相談しやすいよう相談日を設けていますが、女性

相談所が開設している間は、どなたでも相談することが
可能です。遠慮なくご相談ください。
問市女性相談所
☎0120-123-693

眺望を楽しむ矢岳高原トレッキング
ツアーに参加しませんか

　えびのガイドクラブでは、「矢岳高原トレッキングツ
アー」を実施します。登山道を歩き、矢岳高原からのす
ばらしい景色を堪能しませんか。ムベに巡り会えたら、
ムベ採りもできるかもしれません。

【開催日】12月4日（日）※小雨決行、荒天中止
【時間】［集合・受付（吉田温泉）］午前9時～
［出発］午前9時30分　［解散］午後2時
【募集人員】20人
【参加費】1,000円（保険、資料、ガイド代含む）
【持ってくるもの】弁当、飲み物、トレッキングができる服装・

靴、帽子など
【申込方法】えびのガイドクラブホームページ（ https://

www.ebinoguideclub.com/ ）で申し込むか、電話でお申
し込みください。

【申込期限】12月1日（木）
※新型コロナの感染拡大の状況によっては、中止となる場
合があります。
申・問えびのガイドクラブ（担当：松井）
☎090-4992-4466

ご参加ください「第6回県民人権講座
『拉致被害者と人権』」
　宮崎県が実施する県民人権講座がえびの市で開催され
ます。どなたでも参加できます。ぜひ、ご参加ください。

【開催日】12月15日（木）
※令和5年1月13日（金）には、宮崎市で「ハラスメント
問題」の講座が行われます。

【時間】午後1時30分～午後4時
【場所】飯野地区コミュニティセンター
【参加費】無料

【講師】増元 照明さん（特定失踪者問題調査会副代表）
【申込方法】

①ファクスで申し込み
申込書に必要事項を記入の上、県人権同和対策課にお申
し込みください。申込書は市総務課人権啓発室にありま
す。
②電子メールで申し込み
住所、氏名、電話番号、参加希望日を明記の上、県人権同
和対策課にお申し込みください。

【申込期限】12月8日（木）
申・問宮崎県人権同和対策課
☎0985-32-4469/FAX 0985-32-4454
Eメール jinkendowataisaku@pref.miyazaki.lg.jp
問市総務課 人権啓発室
☎35-3711（課直通）

「親子でつくる正月飾り教室」参加
者募集

　市では、子育て応援イベントとして、「子育てわくわ
く！！親子でふれあい講座」を開催します。今回は、「親
子でつくる正月飾り教室」です。親子で一緒に世界に一
つだけの作品を作って、お正月に飾ってみませんか？ぜ
ひ、ご参加ください。

【開催日】12月18日（日）
【時間】午後2時～午後4時
【場所】飯野地区コミュニティセンター
【対象】市内在住の親子（4歳から小学校6年生までの児童）
【募集人員】10組程度 ※先着順
【参加費】1組当たり500円（材料費）
【講師】久保脇 かずみさん
【申込方法】市社会教育課社会教育係に電話でお申し込み

ください。
【申込期限】12月9日（金）

※参加の際は、新型コロナ感染拡大防止のため、自宅での
体温測定やマスクの着用をお願いします。
※新型コロナの感染拡大の状況によっては、延期または中
止となる場合があります。
申・問市社会教育課 社会教育係（市文化センター内）
☎35-2268（直通）

指名競争入札参加資格審査申請書
（指名願い）の追加受け付け
　市では、指名競争入札参加資格審査申請書の追加受け
付けを行います。
■建設工事および測量・建設コンサルタント等業務

【有効期間】令和5年4月1日～令和6年3月31日（1年間）
■物品、清掃・警備・設備維持管理・施設管理業務

【有効期間】令和5年2月1日～令和6年7月31日（1年6カ月
間）
■共通事項

【受付期間】12月1日（木）～ 12月23日（金） ※土・日、祝
日を除く

【受付時間】午前9時～午前11時30分／午後1時30分～午
後4時

【提出先】市財政課 入札・契約係
【提出方法】市財政課に原則郵送（市内に本店または支店

等がある事業所のみ窓口受付も可）
※郵送は12月25日（日）の消印まで有効
　詳しくは、市ホームページ（ https://www.city.ebino.
lg.jp/)で確認するか、市財政課入札・契約係にお問い合わ
せください。
問市財政課 入札・契約係
☎35-3716（課直通）

堆肥の悪臭防止等にご協力を

　主食用米や飼料用稲等の収穫後の牧草および露地野菜
作付け準備のため、堆肥を散布する機会が増えますが、
散布後の悪臭等の苦情が多く寄せられています。散布後
は直ちに耕運するようお願いします。
　また、堆肥運搬車両や散布機械等で公道を走行する場
合も堆肥が落下しないよう注意をお願いします。万一落
下した場合は、ほうきなどで清掃をお願いします。
問市畜産農政課 畜産振興室
☎35-3744（課直通）
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人　口　≫ Editor’s　≫

世帯数　≫

16,928人 （前月比 -3人）
男性／8,006人（-4人） 　女性／8,922人（+1人）
転入／56人  転出／40人  出生／13人  死亡／32人

7,939世帯 （前月比 +2世帯）

青 空 の下、な な つ 星 i n九 州 がえび の 市 にや ってきまし
た 。えび の 駅 ホーム は、な な つ 星と一 緒 に 写 真 を 撮

影する人でにぎわっていました 。（ 米 原 ）

今 年 も 残 すところ 約1カ月となりました 。あっという間
に1年が 過ぎたように感じます。良い 年 を 迎 えられる

ように、残り1 ヵ月ちょっと頑 張りたいと思います。（ 中川 ）（令和4年11月1日現在）

行う予定です。なお、申し込み状況等によっては、希望
する施設の利用（兄弟姉妹同時利用を含む）ができない
場合があります。
申・問市こども課 子育て支援係
☎35-3738（直通）

外国人サポート相談会&茶話会を行
います

　市国際交流センターでは、市内在住の外国人の皆さん
をサポートする相談会を開催します。日本語を学びたい
など、市内で生活をする上で困ったことはありません
か？お茶を飲みながら話す中で、えびの市を知る機会に
もなります。お気軽にご相談ください。
　また、外国人を支援している市民の皆さんの相談も内容
に応じて受け付けています。

【開催日】12月3日（土）
【時間】午後2時～午後4時
【場所】市国際交流センター
【参加費】無料
【申込方法】市国際交流センターに電話でお申し込みくだ

さい。
【申込期限】12月1日（木）

申・問市国際交流センター
☎35-3211

外国人のための日本語講座

　外国人材の受け入れ環境を充実させる活動の一環とし
て、市国際交流センターでは、外国人のための日本語講

今月の表紙　≫ 今月の納税　≫

国民健康保険税 第5期
後期高齢者医療保険料 第5期

11月30日（水）までに納めましょう。

「 な な つ 星 i n 九 州 」の 吉 都 線
内 で の 運 行 が 開 始し まし た 。
初 回 日 の10 月20 日 は、お 出
迎 えする 多くの人で にぎ わ っ
ていました 。

令和5年度保育所等の利用希望者は
申し込みをお願いします

　市では、令和5年4月以降の保育所等の入所について、
次のとおり利用の申し込みを受け付けます（令和5年5月
以降の年度途中からの利用希望者については、令和5年1
月から申し込みを受け付けます。）。
■保育所・認定こども園（保育認定）

【受付期間】12月1日（木）～ 28日（水）
【受付場所】市こども課 子育て支援係
【受付時間】午前8時30分～午後5時15分

　保育所等を利用するためには一定の要件があります。ま
た、申込書には、保育を必要とする事由を証明する書類の
添付が必要です。「令和5年度特定教育・保育施設および特
定子ども・子育て支援施設の利用案内」で確認してください。
　利用案内を含む申込書一式は、市こども課、飯野・真幸
出張所、市内各保育所等で配布しています。

【提出する申請書等】
①支給認定申請書兼保育所等利用申込書（2号・3号認定用）
②保育を必要とする事由を証明する書類（就労証明書、母
子手帳の写し、医師の診断書など）※詳細は①の用紙に記
載しています。
　入所および保育料の決定は、令和5年3月ごろに行う予
定です。なお、各保育所等への申し込み状況によっては、
希望する保育所等への入所（兄弟姉妹同時利用を含む）が
できない場合があります。
■幼稚園・認定こども園（教育標準時間認定）

 各園が定める日時により、各園へ直接申し込む必要があ
ります。詳しくは、利用を希望する幼稚園等へお問い合わ
せください。

【提出する申請書等】
①支給認定申請書（1号認定用）
②入園申込書（各園によって異なります）

③その他必要となる書類（各園によって異なります）
申・問市こども課 子育て支援係
☎35-3738（直通）

特定子ども・子育て支援施設の利用
希望者は申し込みをお願いします

　市では、令和5年4月以降の特定子ども・子育て支援施
設（預かり保育、一時預かり、ファミサポ等）を無償化の
対象として利用を希望する人の申し込みを受け付けます

（令和5年5月以降の年度途中からの利用希望者について
は、令和5年1月から申し込みを受け付けます。）。
※無償化とは、一定の要件を満たした人の利用料の全部
または一部が無償になる事業です。
※受け付けの日時・場所等については、左欄の保育所・認
定こども園の申込受付と同様です。
　特定子ども・子育て支援施設を無償化の対象として利
用するためには年齢や世帯の課税状況などの要件があり
ます。また、申請書には、保育を必要とする事由を証明
する書類の添付が必要です。「令和5年度特定教育・保育
施設および特定子ども・子育て支援施設の利用案内」で
確認してください。
　利用案内を含む申請書一式は、市こども課、飯野・真幸
出張所、市内各保育所等で配布しています。

【提出する申請書等】
①子育てのための施設等利用給付認定・変更申請書
②保育を必要とする事由を証明する書類（就労証明書、
母子手帳の写し、医師の診断書など）※詳細は①の用紙
に記載しています。
③保育所等利用申し込み等の不実施に係る理由書（預か
り保育の利用を希望する人は不要）
　無償化の対象としての利用決定は、令和5年3月ごろに

■証明書等コンビニ交付サービスを
　ご利用ください

問市民環境課 市民・年金係　   ☎35-1117（直通）
問市税務課 収納対策室　　　☎35-3737（直通）

　マイナンバーカードを利用して、市が発行する証
明書（住民票の写し、印鑑登録証明書等）を全国の
コンビニエンスストア等のマルチコピー機で取得で
きます。

【利用日時】午前 6 時 30 分～午後 11 時
※年末年始を除く
※戸籍証明のみ平日午前 9 時～午後 5 時

【取得できる証明書】
住民票の写し、印鑑登録証明書、戸籍全部（一部）
事項証明書、戸籍の附票の写し、所得課税証明書、
非課税証明書、コロナワクチン接種証明書（セブン
イレブンのみ）

座を開設しています。市内在住の外国人の皆さん、ぜひ、
ご参加ください。

【開催日】毎週土曜
【時間】午前10時～正午
【場所】市国際交流センター
【講師】立久井 真紀子さん（※現地タイで日本語講師経験

あり）
【内容】初級講座（日常生活で使う基本的な日本語）
【参加費】無料
【申込方法】市国際交流センターに電話でお申し込みくだ

さい。※随時受け付けています。
申・問市国際交流センター
☎35-3211
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写真：枯れ木から発生するヒイロタケ（撮影：令和2年11月27日）
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※ QRコードは、株式会社デンソーウェーブの登録商標です。 

ヒイロタケ
ヒイロタケ Pycnoporus coccineus タマチョレイタケ科 シュタケ属


